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幼児の疑問表現の形式とその発達

一一c児の言語調査3一

大久保 愛

は　じめに

　われわれが相手に何か自分の知りたいことを答えてくれるように頼むばあい，

疑問文を使ってその意図を示す。そのいろいろの形式を，幼児はどのようにして
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注1）
獲得していくのであろうか。大ざっぱに分けて，疑問表現には二種ある。一つは

yesかnoかの判断を聞く表現で，もう一つは，名称，説明，理由などを聞く表

現である。前者は，ただこちらの問いに対してyesかnoかの返事を受けとる

だけであるが，後者は，どういう原因でそうなったかという説明を求めることに

よって，知識を得たり，理屈を覚えたりするのである。ともに人間の思考の発達

にはなくてはならない表現形式である。特に幼児はこのような疑問を繰り返すこ

とによって事物の名や意味を知りはじめるのであるから，後者の疑問表現の発達

過程をみていくこと19　，幼児の精神発達の過程がみられることになる。このよう
　　　　　　　（注2）
な理由から，幼児の疑問表現の発達を調べることは意義があるのではないかと思

う。

　　（注1）宮地裕「疑問衷現をめぐって」掴語国烈2捲7骨（2。7粉の中には次のように

　　　のべてある。すなわち，「誰？」という類の間いは，いわば細部にわたる説明を求

　　　める疑問衰現であるから，仮に名づけて「説明要求の疑問表現」と言い，「明fi，

　　　君は学校へ来る？」という類の問いは，いはば判断成立の如何を問うのであるか

　　　ら，仮に名づけて「判断要求の疑問表現」とよぶことが出来ようと。

　　　　中島文雄編『英文法辞鯉Questionの項には，「疑問には二糎ある。　Did　he　say

　　　that？の型とWhat　did　he　say？／who　said　that？の型の工種がある。前者に対

　　　しては，Yes－or－no　question；General　question；Nexus・questionなどの名があり，

　　　後者にはPronominal　question；Special　question，　X－questionなどの名がある。」

　　　と記してある。

　　〈注2）筆者の娘Y児が被験者になっている。満1才から6才までの満5年間内の調
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　　査である。毎月，誕生日（昭和32年11月18日）と同日前後に15分から1蒔間の

　　録音をとる。それのかたかな化したもの。その他，随時メモ，速記等による資料が

　　中心である。場面は，両親との対話，独りごと，友だちとの遊び，物語りを話す

　　等，幼児のあらゆる生活場衝に及んでいる。この内この論文に使った文，疑問文で

　　あるが，それは疑問的感動詞（のちに用例をあげる）をのぞいて，1，　126文であ

　　る。

　　　Y児の資料を使ってすでに発表した：論文は他に二つある。

　　　「幼児の助詞の発達」1悩絶学』55韓

　　　F幼児の活用語の発達」懸語博文』3雛5帰

I　Y児の疑問表現の形式

　幼児の疑問表現には，どのような形式があるだろうか。成人の疑問表現の形式、
　　　　　　　　　　　　　　　（注）
については，『話しことばの文型（1）』の「表現意図」の項で，一応硯究されてい

るので，その砺究を参考にして，Y児の疑問表現の形式をみることにする。ま、

ず，前にのべたように疑問表現形式を二つに分ける。yesかnQかの判断を求め

る疑問表現形式を，ここでは便盧的に「一般疑問表現形式」とし，主として，疑

問詞を使い，説明を求める形式を，「特殊疑問表現形式」とする。そうすると，

一般疑問表現形式には，『話しことばの文ag（1）』にあげてある表現意図のうち「判

定未確定の表現」，「判断への疑念の表現」，「確認要求の表現」，r判定要求の表

現」，「消極的行為要求の表現」が入り，特殊疑問表現形式には，　「説明要求の疑

問表現」，「選択要求の疑問表現」，「疑問兆候の表現」などが入るのではないかQ、

そして，これらに属するY児の表現形式をあげると，表1のようになる。

　この表にあらわれているY児の疑問表現形式が，年令がすすむにしたがって，

どのように表現され，発達していくかを，次童からくわしくのべていくこととす

る。

　　（注）　田面繭語研究厭報告18『話しことばの文型（1）一対話資料による研究一』昭

　　　　35年　「2．表現意図」（86ぺ～136べ宮地翻旦当）のところ。ここでは話しことばの

　　　　表現意図を①詠嘆表現，②判叙表現，③要求表現，④応答表現に分類している。

　　　　そして③・1が質問衰現になっている。この質問表現には，③・1・1肯否要

　　　　求，③1・1。1確認要求の表現，③1・1。2判定要求の表現，③・1・2選

　　　　述要求，③1・2・1選択要求の表現，③1・2・2説明要求の表現の六種が入．

　　　　っている。
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　形式の発達
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表1　Y児の疑問表現の形式

1．一般疑問表現形式の発達

　この中には，体言文末，

終助詞「ノ」，活用語文末，

「ノ」「カ」以外の助詞文

末，終助詞「カ」，「デショ」

文末，「ジャナイ」文末の

形式が含まれる。以下，初

発の早い順に実例をあげな

がらみていく。それぞれ4，

5例ずつあげるQかっこの

中は使われた年月である。

（1・7）はエ才7か月の

意である。

　①文末に体言がつき上

　　昇調になる形式

　　　コレ／　：コレ／（ユ。7）

　　八千代（人名）ノ　ママ

　　　ノ（1・11）

　　　二．ワトリノ（3・3）

　　愛シテイルッテ好キナ
　　　　コ　ト／　（4・9）

　　　なハ　コウイウ字／（5・

　　　11）

　これは文末に終助詞「カ」
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りに「カ」を省略して，文末が上昇調になる表現形式である。55例（初発から満

6才までの採集数を示す。以下同じ）。最初の例の「コレ／コレ／」は異質で，

物の名まえを聞く言い方である。「コレハ　何力」とまだ言えなくて，その意を

一語文で表現しているのである。後にのべる説明を求める疑問表現形式である。

　②　文末に終助詞「ノ」がっき上昇調になる形式
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　　　パパノノママノノ（1・8）

　　　ケンキュウジョ　行カナイノノ（1・11）

　　　一ツーツ　持ッテキタノノ（3・5）

　　　カンジガ　シタッテ　ソウイウ蒔に　使ウノ／　ママ（4・3）

　　　ビンボウダカラ　悪イコトヲ　スルノノ（5・9）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注1）
　最初の例は準体助詞「ノ」である。年令がすすむにつれて，事実に対する質問

ばかりでなく，ことばの意味，理屈についての質問が出てきている。　「アツクル

シイノニ　着物　着テルノ／」（5・8）「忍術ッテ　魔法ツカイガ　カケルノ

／」（6・0）などもある。「ノ」のつく疑問文は98例採集した。その内29丁目ど

は動詞が否定形である。「着テイカナイノ／」（2・4）「食べラレナイノ／」（2

・11）など。

　③文末に活用語がつき上昇調になる形式

　　　パパ　キタ／（1・10）

　　　遊ンデ　イイ／（2。0）

　　　新聞　読ンデカラ　食べル／（2・11）

　　　ママ　コレ　キレーート　思ワナイノ（4・3）

　　　オ姉チャン　アクドイッテコト　知ッテル／（5・11）

　この形式は，活用語のあとに．終助詞「ノ」あるいは「カ」がついて，疑問の意

をあらわすところを「ノ」「カ」を省略して，音声をあげることによって代理さ

せている形式である。100例。文末の活用語の種類には，動詞終止形，融合形，

形容詞，形容動詞，助動詞の「タ」「タイ」「ナイ」「ミタイ」などがあらわれて

いる。文末が否定形の形式が文末「ノ」の時と同様に多い。文末「カ」の場合は

否定形が少ないようである。「カ」のほうが積極的質問形式で，　「ノ」や「活用

語文末」の形式のほうが娩曲的な質問のいい方だからだろうか。たとえば「買ッ

テコナカッタ／」（2・8）などの言い方である。24例。また，「ミナサン

洗ッテコナイ／〆」（3・6）「兄弟ニ　シナイ／」（4・3）などの質問形式によ　．

る命令とも言える言い方もある。また文末活用語上昇の形式のうち25例は，動

作行為をやってよいかと聞く「イイ／」の言い方である。

　④文末に「ノj「カ」以外の助詞がつき上昇調になる形式

　　　モウ　ーツハノ（1・11）

　　　八千代ノ　ママト／（2・4）

　　　赤チャンダカラノ（2。7）

　　　ケンキュウジョニ／（2・8）



ノ］xサクナッタラ／（2。9）

四時ニ　クルッテ／（3・4）

ブランコ　オスベリ台モノ（3・6）

ココデ／（4・0）

コッチニ　クレバノ（4・0）
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　これらは全部述語省略文である。話しことばなのでこの形式が多い。99例。前

文や後文がないと意味するところがわからない場合がある。「もう一つはどこか」

「おばちゃん四時にくるって言ったのか」「ここでするのか」などの意である。

この用例の中にはいろんな質のものが含まれている。　「ハ」であるが，これは他

の形式とは違ってyesかnoかでは答えられない。後にのべる説明を求める疑問

表現形式である。「ハ」の例をあげると，「コンドハ／」「八千代ノ　写真機ハ／」

（共にa1・11）「パパノ　ナマエハ／」（2・0）「コプトリハ／」（3・4）など

で70例もあるQ特に「1才11jは70例中17例，「2才」には70例中9例と多い。

この時期はのちにのべる「ナニ」という形式で物の名称を聞く質問の多い時期で

もある。関係があるようだ。

　次は接続助詞「タラ」のついた言い方であるが，これは親が「大きくなったら

ね」と，なにか買ってくれと子どもにねだられた時に答える。するとすかさず反

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　射的に逆のことばで，「小サクナッタラ／」と説明を要求するのである。2オ末
　　　　の　　　　　　　ワ　　　コ　　　ロ　　　　　　　　　　　　

から3才にかけて頻用した。「起キナカッタラ／」（2・！e）「静カニナッタラ／」

（3・1）など。「スコシイタラ／」（2・8）とか「コッチニクレバ／」　（4・

0）などは勧誘的な意味の表現形式であるが，これはまた別にあった。」タラ」以

外の逆を聞く形式としては，「シナイト／」（2・9）「モラワナキャノ’j（2・

9）などがある。

　④の中には，終助詞「ネ」を用い，質問というよりは，念を押したり，やわら

かく同意を求めたりする表現形式がある。

　　　ママミタイニ　似合ウネ／（2・8）

　　　ナンカ　ニ人デ　食べル　時ダケダモンネ／（5・8）

　　　アシタ熱バカッテミナケレバネノママ（6・0）

　⑤文末に終助詞「カ」のつく形式

　　　モット　出シテコヨウカ（2・0）

　　　サツキ食べマシタカ（2・11）

　　　ミンナ　コウイウノ　アリマスカ（4・0）

　　　コノ　キリガミ（折紙）　何ケ　アルカ　数エテミヨウカ（5・11）
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　これら「カ」の中には，自問的質問表現とか，単なる一般的質問とか，分析す

るといろんな意味のものが含まれている。軽い感動をあらわすものもある。93

例。

　また「カ」には，その他の終助詞が重なり，依頼，疑い，反問，感動を含めた

表現をする形式がある。45例。

　　　オ姫サマ　食べナイカナ（1・U）

　　　嬉シイカイ、7（3・4）

　　　掛ケテ　クレナイカネ（3・5）

　　　カイシャノ　シャチョウジャナイカヨ（3・11）

　　　オッコッタカシラ（4・0）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注2）
一その他，あれかこれかの選択を要求する表現もみられる。2例。これはのちに

のべる特殊疑問表現形式に入る。初発がおそい。

　　　四ン燭カネ　五壇カネ（5・5）

　　　二燗力　三個力（5・5）

　⑥文末に「デシ。」がっき上昇調になる形式

　　　八千代　強イデショ／（2・0）

　　　オハナ　オ花デショノ（3・0）

　　　オサジ　持ッテコナキャ　イケナイデショ／（3・6）

　　　パパガ　書イテクレタノ　上手デシ。ノ（4・0）

　　　ソコへ　橋ガ　アルデシ。／（5・10）

　質問の中でも次の「ジャナイ」と同じく，yesかnoかの判断を要求している

わけではない。もちろんそういうものもあるが。話し手には大体確儒があるが念

を押してたしかめるために聞くとか，別に応答を期待しないで感分にたしかめる

意味も含めて言ってみるという表現形式である◎一般疑問表現形式の中ではいち

ばんよく使われ，171例あった。

　⑦文末に「ジャナイ」「ジャナイノ」あるいは「ジャナイカjがっき上昇調

　　にな：る形式

　　　買ッタンジャナイノ／（2・7）

　　　一口ガナイジャナイノノ（2・10）

　　　コレ　マダ　イッパイ　アルジャナイ／（3・3）

　　　アイスクリーム　食：ベルンジャナイ／（4・6）

　　　八千代ッテ　出タジャナイ／（5・9）

　⑥と同じくyesかnoかの判断をそれほど要求してはいない。それもあるが，

わかりきっていることだが断定するのもはばかられ，聴手に念を押すために言う



幼児の疑問衰現の形式とその発達　261

とか，相手が認めてくれさえずればいいので答はそれほど大切でないという場合

などである。68例。⑥の形式のほうが⑦に比べると，積極的に話し手の意思を表

示している。⑦のほうは，文末に否定形を使ってのひねった表現のせいか初発が

2才7と一般疑問表現形式ではいちばんおそい。

　一般疑問表現形式は，特殊疑問表現形式が語の発達と関連しているのに対し

て，文の発達とかかわっている。Y児の文の発達は，まだくわしくは研究してい

ないが次のようである。満1才から1才4ごろまでは幼児語による一語文の時期

であるQ1才5・6ごろになって「ダッコッテ」「アケテ」などという「テ」のつ
　　（注3）
く命令文が使われ，1才7ごろ二語文による平叙文「オウマ　アルノ」などの形

式のものが出てくる。そしてそのころから，これまでにのべた疑問文が順次使わ

れてくるのである。

　一般無間表現の発達を一言で言うと，他の文形式（命令文，平叙文など）の発

達も同じであろうが，場面に依存していた表現形式が，センテンス（文）形式で

表現できるようになってくることである。その文も次第に文末が複雑な形式にな

ってくる。ことばをかえて言うと，場面依存性が低下し，文脈的独立性が強くな

るのである。

　　（注1）　「質問」と「疑問」の用語であるが，ほとんど同一の意味に使っている。し

　　　かし，いくらかニュアンスのちがいを感じないでもない。「ダレ」「ドコ」など，

　　　あるいは：文末「カ」「ノ」などの形式はどちらかといえば「質問」と言いたいし，

　　　「ドウシテ」などは「疑問」と言いたい。しかしこの論文では厳密に用語の意味を

　　　規定しているわけではない。「聞く」ことを「質問する」とも使っている。

　　（注2）　6才までには採集できなかったが「ノ」にも「カ」と岡様に選択要求の疑問

　　　表現がある。　「キョウ　カエリ　オソイノノ　早イノ／」　（6・5）

　　（注3）命令表現には，「テ」のつく形式の発生前に「ハイハイ　ハイハイ」（1・2）

　　　と，物を取ってくれと要求する表現があった。

2．特殊疑問表現形式の発達

　特殊疑問表現形式は，文末においては一般疑問表現形式と同じ形式をもつが，

文頭あるいは文中，文末に疑問詞を使って，疑間をあらわし，蘭き手に説明を要

求する形式である。この中には，ただ単に人とか場所，数，時間などの具体的事

実について説明を求める形式と，論理，ことばの意味，できごとの理由，原因に

ついて説明を求める形式との二種類がある。純粋な驚きの場合もあるが，大きく

分けるとこの二つになる。以下，この二つに分けて幼児の疑問詞を使った疑問表

現形式の発達をみていぎだい。
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（1）異体的事実について説明を求める疑問表現形式の発達

　これには「ドコ」「ダレ」「ドレ」「ドッチ」「イクラ」「ドノ」「ドンナ」「イツ」

などの形式がある。もちろん年令を重ねるにつれて表現している内容が複雑にな

り，単純に具体的事実を聞くと言えなくなる文脈もある。次に発生順に用例をあ

げる。

　①「ドコ」35例ある。

　　　マク（枕）　ナイネ　ドコヘ　アッタノ（1・8）

　　　飴　 ドコノ　（2・2）

　　　ドコカラ　モラッタノ（3・5）

　　　ママノ　ウチ　ドコノ（4・9）

　　　作ル　トコロ　ドコニ　スル／　ホントニ（5．・8）

　「ドコカラ」などの聞き方になると，原園を聞いていることに．なる。

　②　　「ダレ」36例。

　　　ダレ／　ダレ／（1。員）

　　　ダレニ　似テルノ／（2・5）

　　　キョウ　ダレノ　オ誕生日／（4・8）

　　　ダレガ　言ッタト　思ウノ（5・9）

　③「ドレ」10例。

　　　コレ　ドウレ／（2・1）

　　　アレッテ　ドレヨ（2・8）

　　　ドレガ　イイ／（4・10）

　　　ドレガ　ワタシダト　思ウノ（5・8）

　④「ドッチjg例。
　　　一1・x“バネ　ドッチデスノ（2・6）

　　　ドッチが関係アリマスカ（3・9）

　　　ドッチが多イデスカ（4。11）

　　　ミ・一一チャン（人名）ノ　ママト　八千代ノ　ママト　ドッチガ　先二　生マレtt

　　　　ノノ「　（5．7）

　あとの三つは量とか前後とかの論理的関係を聞いている。

　⑤「イクラ」1例。

　　　イクラクライノ（4。0）

　お豆腐「ナンチョウ／」（5・8）という数を聞く別の形式もみられた。

　⑥「ドノ」5例。

　　　ドノ　色ガ　イイ／（4・10）



　　ドノクライノ（5・g）

　　ドノグライ　颪白イノ（5・9）

⑦rドンナ」1例。

　　ドンナダッタカシラ　昨日ハ（5・1）

⑧「イッ」1例。（注3）参照
　　イツ　デイトスルノ／（5・11）

幼児の疑問表現の形式とその発達　263

　全般的にみると，人を聞く「ダレ」，場所や方向を聞く「ドコ」「ドレ」「ドッ

チ」などが初発が早く，程度とか数・様子・日などを聞く「イクラ」「ドノjrド

ンナ」「イツ」などがおそい。初発のおそい疑問詞は知的な思考を要求するので

4才以後にならないと使われないし，使用回数も少ない。品詞でみると，代名詞・・

的疑問詞が早く，連体詞，副詞的疑問詞がおそいようである。

（2）事物の原因，論理，ことばの意味について説明を求める疑問表現形式の発達

　これには「ナニ」「ドウシテ」「ドウ」の三つの疑闘詞が入る。事物や現象の原

因，結果を聞いたり，理屈を闘いたり，社会的慣習やことばの意味や書き方を聞

くこれら疑問詞は，幼児の精神発達に特にかかわっているので，この発達過程を

くわしくみていぎだい。

　①　「ナニ／」

　「ナニ」という質問は，発達的にみると，第一期と第二期がある。第一期は1

才7から2才1，2ごろで，異体的な事物の名まえを知ろうと話し手自身が知ら

ない物体の名まえを質問する時期である。「命名期」あるいは「実体期」と言わ

れている。この時期の「ナニ1は（1）の具体的事実について説明を求める疑問形式

の申に入るだろう。以下発達の順にみていく。

　「ナー二」（1・6）これは親の口まね。「コレ／　コレ／」（1・7）といろ

んなものを聞きたがる。散歩に出るとなんでも「コレ／」「コレ／」という一語

文を使って聞く。「コレ　ナー二／」（1・8）と着物や便器を指して聞いたり，

録音マイクを指して聞く。絵本を開きながら「コレ　ナニ／　コレ　ナニ／」

（1・9）と母親に聞く。次のは「1才11」の時期の録音を文字化したものであ

る。絵本をみながらの親との対話。ひらがな親，かたかなY児のことば。rナ

ニ／」の質問の多いことがわかる。名称を聞く「ナニ／」のピークは1才11から

2才にかけてであるQ

　　　fコレ　八千代ノノ

　　　コレ　ナニ　ヒヨコネ
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　　　コレ　ナニ　ココ　ナニ　コレ　ナニ　コレ　ナニ　コレ　ナニ　コレ　ナX

　　　何だっけ　八千代　教えて

　　　マンマ

　　　これ　何　八千代

　　　　コレ　ナァニ　オモチャ

　　　　コレ　ナァニ　コレ　ナァニ

　　　　コレ　ナニ　コレ

　　　　これ　だれ

　　　　ネンネ

　　　　コレハ　ナニ　コレハ
ptt

　　　　これは

　　　　オンナジ　ママネ

　　　　コレ　ナニ　コレ　ナニ

　　　　アレ　ナァニ　コレ　ナァニ　コレ　ナァニ　コレ　ナァニ」

　　また，親が口をモグモグさせていると，「ナニ　食べテ　イルノ／メ」（1・9）

　と聞く。物体の名称を知ろうとする「ナニ」から行為を知ろうとする「ナニ」が

次第に出てくるQ「ナニ　シテルノ／」（i・8）「ナニ　シヨウカ」（2・9）「オ

ジチャン　ナニ　言ツタノ　ナニ　シタ／」（2・11）と，構文的にみると，場

面的な一語文が，主述を持った文に発達するのである。

　第二期の「ナニ」は，ことばの意味を知ろうと相手に聞くもので，大体4才か

　ら5才にかけてしきりに使われる。名称を聞くのから意味を聞く「ナニ」に発達

　していくための要因はいろいろと考えられるだろうが，後にのべるrドウシテj

　（2才5初発）という原因・理由を聞く疑問形式がその間に出ることが関連して

いるように思える。しかし，もっと研究調査をしてみないと断定できない。

　　以下第二期の「ナニ」の用例をあげ，発達をみていくことにする。

　母親とお手伝いの話し中に「このごろ」とか「こんばんは」ということばが出

た。Y児それを聞て「ナニ／」（2・11）と婁味を聞く。ことばの意味を聞く現

象のきざしがみえる。

　　肉屋で「ママ　トクヨウ一一）ッテ　ナニ／］（4・2）。テレビをみながら「ヒ

　；コク（被皆）ッテ　ナニ／」「ケッコン（結婚）ッテ　ナニ／」（共に4才2）と聞く。

　　絵本を読んでもらうと，「トウミン（冬眠）bイウ　コトハ　ナニ／」（4・4），

　「セイシュクニト　幸田君（4才上の男子）言ッタヨ，セイシュクッテ　ナニ／」

　（4・5）。エレベーターの中で「ツウカ樋過）ッテ　ナi／’」（4・10）と聞く。

　　その他，親たちの使うことばを聞いては，それが何かと聞く。　「ママ　ジビキ
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ッテ　ナニ／x」（4・10）「アワレッテ　ナニ／」（4・11）「ハンダン（判断）ッテ

ナニ／」（5・2）「タンケン（探険）ッテ　ナニ／」（5・3）「ハンソク（eWfllj）ッ

テ　ナニ／」「カイサン（解散）ッテ　ナs／〆」（5・5）「オフクロッテ　ナンノコ

ト／」（5・8）「タイイク‘麟）ッテ　ナニ／」（6・0）と盛んにことばの意味

を聞いている。もちろんこの時期には，「ナニ」以外の疑問形式でも意味を聞く

言い方がある。たとえば「ウマク　イカナイッテ　ソウイウ　時二　使ウノ／

ママ」「感ジガ　シタッテ　ソウイウ　時二　使ウノ／」（4・3）など。しかし

rナニ」を使う回数が一番多い。142例。その他，副詞のrナンテ」rナンデ」の

雪い方がある。　F．　iイゴデ　ナンテ　イウカ　知ッテル／」（4・0）「今　オ姉

チャンニ　ママ　ナンテ言ツタノ／」（5・11）8例◎「ナンデワレタンデスカ」

（6・0］これは「なぜ」という理由を間いている01例。原因を闘く言い方と

しては「玉葱ハ　ナニカラ　出来タノ／」（5・9）の言い方がある。1例。これ

らはこのあとに出る②の「ドウシテ」③の「ドウ」などの言い方の第二期に入れ

てもよいものである。もちろん第二期といえども第一期の「ナニ」の用例もあり，

それには質の発達がみられる。たとえば「ミンナ　ナニニ　ナリタイ／」（5・1）

「コレ　ナンノ　花ダト　思ウ／」（5・11）などであるQ
　　　　　　（注1）
　②　「ドウシテ」

　「ドウシテjという疑問詞を使って事物の依っている原因，わけ，理屈をみき

わめようと幼児はする。幼児の精神発達になくてはならない一段階である。その

ことは前にものべた。「ナニ」と同じく発達的にみて二期に分けられる。第一期

は2才5ごろに初発し，3才ごろまで，第二期は4才5才6才ごろで，意味を聞

く「ナニ」の質問期と重なっており，「ドウシテ」の質問が質量ともに豊富に発

達していく時期である。「どうしてっ子」と呼ばれさえする。この期の「ドウシ

テ」は，知識を得ようとして原因・理由を聞くので，第一期の感覚的即物的な事

物に対する質問から，非感覚的抽象的事柄についての質問に移行してくるのであ

る。矛盾の発見や関係・比較の認識など知的に高度な作用が加わってくる。以下

用例をあげて発達をみていく。

　第一期の「ドウシテ」の質問がY児で最初に出たのは2才5であった。　「ドウ

シテ　浦島サン　淋シカツタノ／　パパモ　ママモ　喜代チャンモ　イナカッタ

カラ／おその前に面白い現象があった。2才2の録音の時，母親が「ドウシテ」

と聞くがその意味がわからないでか，あるいは答の表現が出来ないでかおこり出

すところがある。のちに例をあげる。その時には全く「ドウシテ」が使えなかっ
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たのである。それが2才5になると使えるようになるのである。その理由とし

て，一つは，理由の説明が出来る接続助詞「から」が自由に使えるようになった

からではないかと考える。　「から」の初発は1才11であるが2才ヱから2才6に

かけて十分使えるようになってくる。富己の思っている理由が表現慮来るように

なってはじめて理由を他人にたずねる表現が出来るようになるのではなかろう

かQこの関係については，もっと別の幼児について調査をしてみたい。

　「2才2」の録音は次のようである。摩切り雀の絵本をみながら，ひらがな

親，かたかなY児。

　　「舌切られたのね　だれに切られたの

　　　オバーチャン（だれの質問には答えられる）

　　　どうして

　　　チガウワヨ（「どうして」の意味がわからないのか，この質問には答えられない）

　　　これは　何

　　　スズメヤーイッテ（「何」の質問には答える）

　　　だれが

　　　コレ　オバーチャンガ（「だれ」の質問はわかる）

　　　おばあちゃん　そう　お爺ちゃんでしょ

　　　コレ　ナー二

　　　これは　マイクよ。これ何してるの。

　　　オドリ

　　　どうして踊ってるの

　　　チガウワ　パーカ（笑）　（rどうして」と聞かれおこる）

　　　これ　何が出た：の

　　　タカラモノ（「何」の質問には答える）

　　　そう今・度はどうしたの

　　　オバケ　オバケ　オバケ

　　　どうしてお化けが出たの

　　　パーカ（笑）　（「どうして」の質問が苦手らしい）」

　一それなのに，「2才6」になると，「ドウシテ」をやだらに使い出す。

　　　「ドウシテ　買ツタノ／

　　　八千代の声を入れようと思って買ったの

　　　　ママケンキュウジョ行ッテル／

　　　行って来たよ

　　　　ドウシテノ

　　　お仕事しに
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　　　ドウシテノ「

　　　やたらにどうしてと言うのねJ

　また，この月には次のようなのもある。「ドウシテ　キラワレルノ／」「ドウシ

テ　寝ッコロガッテスルノ／」「ママ　オ腹痛イノ／オ腹ドウシテナノ／」「赤

チャン　ドウシテ　泣：イテンノ／赤チャンダカラ／」

　2才7にも「ドウシテ」を口ぐぜのように言う。意味もなく連発する。これは

大人との話を継続させたい，大人の仲間入りがしkいという欲望も含まれている

だろう。親が「なぜどうしてなのかjと聞くと，r知ラナイ」と逃げる。まだそ

の理由は口で言えないのである。同じ月，遊園地で，「オ猿ノ　オ尻口　ドウシ

テ　キタナイノ／」と質問する。これなどは観察力が豊かになって，相違を発見

しているわけである。第二期の「ドウシテ」に結びつく知識欲のあらわれであろ

うQその他「ドウシテ　消スノ／碁風働」「ドウシテ　コレ　コウヤッテルノ／」

「ドウシテ　破クノ／〆」（2・8）一母親に「ドウシテ　コレ　ツケタノ／」（2・10）

と聞く，舞親が「どうしてもよ」と答えると，「ヨク　考エテ　イイナサイ」と，

いつも親たちから言われている幽い方で逆襲する。実になにもかも「ドウシテ」

である。「ココニ　置イテネ　ーツーツ持ッテ　キタノ／　ドウシテヨ」（3・5）

「コレ　ヨソイキナノニ　ドウシテ　切ッチャッタ／」（4・0）などなど。これ

らの質問は，行動の規則や基準を獲得しようという幼児の志向のあらわれである。

　次は4才から6才にかけての第二期の「ドウシテ」時代の発達である。用例を

あげる。

　「ママ　ドウシテ　大人ニ　ナッタノ／」「パパト　ママ　仲良シネ　ドウシ

テ／」（4・3）このあとの例には，次のような母親との閥答が続く。「パパト

ママ　愛シテルンデシ。／」「どうしてわかる」「八千代　考エタノ3「八千代と

ママは」「愛：シテル」

　「ママダケ（母親一般と比較して）　ドウシテ　ケンキュウジ。　行クノ／1

（4・4）「ドウシテ　ママ　at　H　出カケルノ／」「オ姉チャン　ドウシテ　オ

手伝イサンニ　ナッタノ／」「ドウシテ　八千代ノ　ウチ　イッパイ　ゴ本　ア

ルノ／」（4・9）「人闇ッテ　ドウシテ　生キテルノ／」（5・6）「ドウシテ

ワカルノ／　理由ヲ　言ッテ／　理由ナイノ／」（5・11）

　次のはお手伝いのお姉ちゃんとの問答。かたかなY児。

　　「ドウシテ　飛べナイノノ

　　　羽がないから

　　　ドウシテ　羽ナイノ／
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　　　鳥じゃないから

　　　ドウシテ　鳥ジャナイノ／」　（5。11）

　第二期の質問は心して知識を得ようとする認識的質問である。質問の分野も，

世界，自然，社会，人間と広がっている。しかし，まだ「ドウシテ」と理由を聞

くほうが多くて，自分から，こうだからこうなるんだがそうかという理由づけを

した質問は少ない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注2）
　6才までに採集した「ドウシテ」79例。「ナゼ」2例。「ナゼ」の例は，「カラ

ス　ナゼ　泣クノデショ」（3・0）「アレ　ナニ／　ナゼ／」（5・7）である。

　③　「ドウ」

　「ドウ」という副詞的疑問詞は，その下に続く動詞によって，理由を聞いた

り，方法とか様子を聞いたりする質問になるので，次のように分けて発達をみる

ことにする。「ドウ」のあるものは「ドウシテ」より初発が早い。初発順にみる。

　　（a）方法を問う形式　9例

　　　ドウヤッテ　取ルノ／（2・3）

　　　ドウヤルノ／　教エテノ（2・6）

　　　ドウヤッテ　食べタノ／（2・10）

　　（b）行動を問う形式　12例

　　　キョゥ　ドウスルノノ（2・4）

　　　ドウシヨウカシラ　ワタシタチハ（4・6）

　　　ドラスル／　一ツ（5・8）

　　（c）様子を聞く形式　7例

　　　学校　ドウダッタノ（2・5）

　　　前ハ　ドウデシタカ（4。8）

　　　F“ウダッタ／　咋臼（5・11）

　　（d）理由を聞く形式　3例

　　　赤イ　顔シテ　ドウシタノ／（2・5）

　　　安寿ト　厨子三F一ガ　ドゥシタノ／（3・8）

　　　け（という字の書き方を聞く）ハ　ドウシタノ（5・11）

　　（e）意味とか理由とかを聞く形式　13例

　　　小鹿バンビッテイウノハ　ドウイウ　モノヲ　食べマスカ（4・2）

　　　ニクムッテ　ドウイウ　コト／（5・6）

　　　ドウイウ　フウニ　面白カッタ／（5・11）

　　　ずハ　ドウイウ　宇／（5・11）

　　　ドウdウ　意味カ　アイソ（愛想）ヨクッテ（5・11）
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　（e）の「ドウ」が他の「ドウ」に比べて初発がおそい。第二期の「ドウシテ」と

同じ質の疑問表現である。　　　表2　Y児にあらわれた疑問表現の主な形式

その他一般疑問表現形式　　　　　と初発年月

俵1参照）の中の消極的行為

要求の表現に属する「ドウ」

の言い方がある。つまり質

問形式による命令で，勧誘

の意をあらわす言い方であ

る。　「コノ　バナナ（絵）

　掛ケタラドウ／キ
レイダカラ」　（4・8）

　これでY児の疑問表現形

式の大体と発達をみたこと

になるQ今までのべなかっ

た形式としては，疑問的感

動詞による疑問兆候の表現

がある。「エ／」（2・1）

「エ・／エ・／」（2・8）

（ナンダイ，／（3・10）（4

・11）。　また間投詞的な言

い方もある。「アノ　ナン

ダッケ　ナンダッケ　アレ

安寿と厨子王」（3・8）

「アノ子・　ナンダッタッケ

ナンダッタッケ教エテ
／j　（6　・　O）

　表2は，

欝剛一般疑醸現形式閑殊輔表彫式

・・ S博識末 1
・・8睡胴「・」 「ナニ　第1期」

「ドコ」

レ・・陣騰蛛

1．11 「ダレ」　「ハ」

…　際晶晶末i
，・i　1 「ドレ」

2．3 「ドウ」

2・5 「ドウシテ第1期」

，・6　1
「ドッチ」

2・7
「ジャナイ」文末　l

　　　　　　　　l

z

4・o　1 「イクラ」

4・2 「ナニ　第2期」

4・3
1　「ドウシテ
　　　第2期1

4・iO　！
「ドノ」

5・1

5・7

症・・ナ」

「ナゼ」

，・ii　1
「イツ」

　　　　　これまでのべてきたY児の疑問表現形式のうちの主なものが，
　　　　　　　　　　　　　　　　　（注3）
う順で初発したかを表にしたものである。

どうい

（注1）　エリコニン・駒林邦男訳『ソビエ5・児童心理学』　（昭39年・明治騒露）

　　「どうして？」について345ぺ～348ぺ。

　　ア・イ・ソuキナの研究では4，000以上の質問が分析されているそうである。
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（注2）　「なぜ」と「どうして」という言い方であるが，跡職の観察によると，幼児

　は「なぜ」を使うよりむしろ「どうして」を使うようである。幼児というより話し

　ことばでは「どうして」のほうが一般的のようである。6才前後に親が「どうして」

　のかわりに「なぜ」を試験的に使ってみたら，Y児も「なぜ」を盛んに使って質問

　した。しかし，また「ドウシテ」にもどった。次のような　「なぜ」の例がある。

　「ナゼ　案山子ッテ　立ッテルノ／　一本足デモ　ナゼ　イイノ／　人間デハ　ナ

　　　・ぜ（立っては）イケナイノノ」　（6・4）

　「ナゼ犬仔を生んだ犬）一罪乳が四ツモアルノ／」（6・5）

　　スイスの心理学巻ピアジェによる「なぜ」の研究があるが，これはあまりにも有

　名である。

　　‘‘Le　langage　et　Ia　pens6e　chez　Penfant”1923年。日本語訳は大伴茂罫児童の

　冑己中心性1昭29年，同文書院。この本の最後の章で，6－1’児の質問を扱っている。

　　資料となった子どもはデルという男子で，6年3か月から7年1か月に至る10か

　月聞，毎鼠談話2時聞が書きとめられ，1，125個の質間が採集された。「なぜ」の質

　閥が中心的に扱われ，36G個あったそうである。その分類と頻数は次のようである。

　（296ぺ）

因果欄の圃麟の）｛墨翻翻　　ll鷺
　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　　　　　　　　ユ03　　29％

　　心理的動機ずけのなぜ　　　　　　　　　　　　　　　　183　　　50％

酬ヒの婬　｛篶聯鍵、、いは正靴6111髪

　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　　　　　　　　　74　　21％

　　「なぜ」の形式で示されない質問は，次のように六つに分類しこれも統計的結果

　をあげている。　（322ぺ）

　　（1）凶果的説明の質問…・…・………・18％

　　（2）実在と歴史の質問……・・………・23％

　　（3）人間行動と意図に関する質問…31％

　　（4）規則と利用に関する質問………7％

　　㈲　計算的質問・………………・……・2％

　　（6）分類と評価の質問………………19％

　　ピアジェの研究のしかたは，幼児の一時期の質問を，形成よりもむしろ内容で分

　類し，頻数をあげているところに特色がある。筆春のこの論文は，ピアジェとちが

　って，発達的にみているところが特色であると思う。

（注3）矢田部達郎『児童の言謝　（昭24年置比価鵬）には，外国の例があがっている。

　それによると，個目差があるが，大体「どこ」1年9か2年4に初発する。「だれ」
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rなに」2才ごろ，「なぜ」2才2，2才8，2才10，3年2。「いつ」は出現が

おそいと言い，2年6，2年8，3年9とのべている。

　また，ノイゲバワァ夫人が怠子について調べた例をあげている（208ぺ）。それに

よると「これ？　これ？」1才7，疑問詞のない表現と「どこ」1才9，そして2

年4ごろは，毎日25回から60回ぐらいもの「なぜ」を使った。隣聞的疑問はおそく

2年6だったとのべている。

　これら研究とY児の結果を比較してみると，外圏の例とはいえ，大体一致してい

る。「いつ」の初発は遅れるようであるが，それ¢しても筆者の謁査ではあまりに：

おそい。疑問褒現の中でも特に特殊疑問表現を幼児が使うのは摂常生活での親との

鼠由な文圭話の場面である。その親があらたまって質問する形式での録音法では，採

集しにくbわけである。むしろメモ法が有効である。しかし，メモは恣意的になり

ゃすい。その採集法の不備があるいは「いつ」にあらわれたのかもしれない。今後

の研究に待つところである。

才δわ　り　に

　知的に発達するにしたがって，人間はだんだん感情的思考から抽象的思考へ移

っていく。今まで感覚的に1，ものを異体物としてしかとらえることの出来なかっ

た幼児が，感覚ではとらえられないものがあるということを知り，それを推察し

よう，理解しようとしはじめるところがら，大人に向ってyesかnoかの判断を

求める「一般疑問表現式形」や，説明を要求する「特殊疑問表現形式」で質問す

るようになるのである。それも最初は，事実を知ろうとする単純な質問であるが，

次第に現象の原因や関係，事物と事物の比較，作用を，みきわめようと志向する

ようになってくる。その動きが出てくるのは，大体2才前後から2才半ばごろ

で，4才，5才，6才となるにしたがって，質間の内容も複雑さを増し，多岐に

渡るようになる。Y児の調査で，以上のことが大体わかってきた。ただ満5年聞

を通じて，疑問文約1，100しか採集できなかったことは，筆才臼身の怠慢を白状

するようなものだが，かえすがえす残念である。機会をみつけて，あと各2名ぐ

らいの男女の疑問表現形式の発達を調査してこの砥究と比較してみたいと思う。

　しかし，このY児の調査からでも，疑閥表現の形式では，大人とほゴ大差ない

形式が6才までにはあらわれることがわかったし，また，6才までには，数量に

間する計数的質問，社会的規則，論理的推理等について聞く疑問表現形式は，ま

だ十分に発達しないことも理解できた。これらは7，8才以後になり，学校教育

を受けないと無理のようである。この境界についての実証的研究も，残された研

究課題である。


